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監査結果の報告 

 

１ 監査基準 

  本監査は、栄町監査基準に準拠し実施した。 

 

２ 監査等の種類 

  地方自治法第１９９条第１項及び第４項の規定に基づく定例監査 

 

３ 監査等の対象 

（１）対象機関 

  議会事務局、町長部局、選挙管理委員会事務局、農業委員会事務局、消防

本部、教育委員会事務局、固定資産評価審査委員会事務局及び監査委員事務

局 

 

（２）対象範囲 

  令和４年４月１日から令和４年９月３０日までに執行された財務に関する

事務の執行等 

 

４ 監査等の実施場所及び日程 

（１）実施場所 

  栄町役場３階第２会議室 

 

（２）監査日程 

  令和４年１０月２７日 

 

５ 監査等の主な実施内容 

  監査の基礎資料として、あらかじめ各課に対し、予算執行状況及び主要事

業の執行状況等の関係資料の提出を求めるとともに、所属長等から概要聴取

を行い、適正かつ効率的に行われているかについて監査を実施した。 

（１）監査資料（予算執行状況） 

  ①令和４年度栄町一般会計予算執行表 

  ②令和４年度栄町国民健康保険特別会計予算執行表 

  ③令和４年度栄町後期高齢者医療特別会計予算執行表 

  ④令和４年度栄町介護保険特別会計予算執行表 

  ⑤令和４年度栄町矢口工業団地拡張事業特別会計予算執行表 

  ⑥令和４年度下水道事業会計予算執行表 
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（２）各課個別項目 

  ①後期高齢者保健・介護予防一体化事業【健康介護課】 

  ②自宅療養者支援事業【健康介護課・総務課】 

  ③訴訟関係事業【総務課】 

  ④英語検定料助成事業【学校教育課】 

  ⑤耐震対策事業【まちづくり課】 

  ⑥商店への経営支援事業【産業課】 

  ⑦シルバー人材センター運営支援事業【福祉・子ども課】 

  ⑧住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業【福祉・子ども課】 

  ⑨窓口証明書交付事業【住民課・税務課】 

 

６ 監査等の結果及び意見 

  財務に関する事務の執行に関する監査の結果、関連法令等及び予算に基づ

き、おおむね適正に執行されていると認められた。 

 

（１）一般会計 

  ９月末現在の歳入の執行状況については、予算現額８６億３，５１３万２

千円に対し、収入済額は３８億２，５６０万円で収入率は４４．３％となっ

ており、支出済額は２９億７，１７９万６千円で、執行率は３４．４％と 

なっている。 

  歳入については、分担金及び負担金、国庫支出金などが減少したものの、

町税、地方交付税、財産収入などの増加により、昨年度と比較して７，３２６万

８千円増加した。 

  また、町税などの収納率をみると、前年度と比較して現年度分は０．３ポ

イント上昇し、滞納繰越分については０．５ポイント低下しているものの、

９月末の全体の収納率は５４．７％と前年度を上回っている。 

  歳入については、収納事務全般としては前年度を上回っているため、今後

とも収納率向上に向けた取組みに期待する。 

  歳出については、厳しい財政状況の中、予算執行計画に基づき計画的に執

行されていた。 

 

（２）国民健康保険特別会計 

  ９月末現在の歳入の執行状況については、予算現額３０億２，０９０万９

千円に対し、収入済額は１２億４，０２０万７千円で収入率は４１．１％と

なっており、支出済額は１０億２，９１６万５千円で、執行率は３４．１％

となっている。 

  昨年度と比較して、国民健康保険税の収入済額が３６０万３千円減額して
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いるが、新型コロナウイルスのオミクロン株の影響による受診控え、後期高

齢者医療保険への移行及び社会保険の適用拡大によるものであることを確認

するとともに、その他も含め、法令等に準拠して適正に執行されていると認

められた。 

 

（３）後期高齢者医療特別会計 

  ９月末現在の歳入の執行状況については、予算現額２億９，８８１万９千

円に対し、収入済額は１億８２２万５千円で収入率は３６．２％となってお

り、支出済額は５，７０３万円で、執行率は１９．１％となっている。 

  特に指摘事項もなく、法令等に準拠して適正に執行されていると認められ

た。 

 

（４）介護保険特別会計 

  ９月末現在の歳入の執行状況については、予算現額１８億４６６万２千円

に対し、収入済額は７億８，３９３万２千円で収入率は４３．４％となって

おり、支出済額は６億５，５２０万２千円で、執行率は３６．３％となって

いる。 

  特に指摘事項もなく、法令等に準拠して適正に執行されていると認められ

た。 

 

（５）矢口工業団地拡張事業特別会計 

  ９月末現在の歳入の執行状況については、予算現額８億５，８０３万４千

円に対し、収入済額は１億２，９９１万円で収入率は１５．１％となってお

り、支出済額及び執行率も同様となっている。 

  特に指摘事項もなく、法令等に準拠して適正に執行されていると認められ

た。 

 

（６）下水道事業会計 

  ①収益的収入及び支出 

   ９月末現在の収入の執行状況については、予算現額６億５，９２２万円

に対し、収入済額は２億４，４４２万１千円で収入率は３７．１％となっ

ており、支出の執行状況については、予算現額６億４，７８６万５千円に

対し、支出済額は３億３１８万９千円で、執行率は４６．８％となってい

る。 

   特に指摘事項もなく、法令等に準拠しておおむね適正に執行されている

と認められた。 
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  ②資本的収入及び支出 

   ９月末現在の収入の執行状況については、予算現額３億１，２４８万８

千円に対し、収入済額は９，８９９万１千円で収入率は３１．７％となっ

ており、支出の執行状況については、予算現額４億６，９１７万９千円に

対し、支出済額は１億３２３万４千円で、執行率は２２％となっている。 

   特に指摘事項もなく、法令等に準拠しておおむね適正に執行されている

と認められた。 

 

（７）各課等の監査結果 

  ①後期高齢者保健・介護予防一体化事業について【健康介護課】 

   本事業は、高齢者に対する個別支援（ハイリスクアプローチ）及び通い

の場等への積極的な関与（ポピュレーションアプローチ）を実施すること

により、高齢者が住み慣れた地域で安心して生涯を通じた健康の保持増進

を図り、健康寿命が延伸することを目標とする事業である。 

   予算現額５０万円に対し、支出済額は１７万２千円で執行率は 

  ３４．４％となっており、主にパンフレット作成、郵送料及び講師謝礼に

支出している。 

   支出については適正に執行されていると認められるが、事業の周知を図

るとともに、オンラインを活用した講座の実施などにより参加者の増加に

努められたい。 

 

  ②自宅療養者支援事業について【健康介護課・総務課】 

   本事業は、新型コロナウイルス感染症の感染者で自宅療養等をされてい

る者の不安を少しでも軽減し、安心な療養生活が過ごせるよう、千葉県か

ら支援物資が届くまでの３日間分程度、１人１回限り自宅療養中に必要な

食料品・日用品を配達し支援する事業である。 

   予算現額５０万円に対し、支出済額は４２万３千円で執行率は 

  ８４．６％となっており、主に衛生用品、レトルト食品などに支出してい

る。 

   特に指摘事項もなく、法令等に準拠して適正に執行されていると認めら

れた。 

 

  ③訴訟関係事業について【総務課】 

   本事業は、問題の未然防止など町の適正な行政運営を図るため､顧問弁

護士を町に置くものとし、各種問題への対応に関する相談や町の政策に対

する法律的な見解などを示してもらう事業である。 

   また、交渉の困難な相手方に対して、必要に応じ町を代理して交渉をし
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てもらうものである。 

   予算現額１３０万円に対し、支出済額は２万８千円で執行率は２１％と

なっており、主に相談に対する委託料で支出している。 

   特に指摘事項もなく、法令等に準拠して適正に執行されていると認めら

れた。 

 

  ④英語検定料助成事業について【学校教育課】 

   本事業は、公益財団法人日本語検定協会が実施する実用英語技能検定を

受検する中学校の生徒の保護者に対し、英語検定料助成金を交付する事業

である。 

   予算現額６０万円に対し、支出済額は３７万６千円で執行率は６３％と

なっている。 

   今年度で３年目の事業であるため、事業目的に対する成果及び効果の有

無について的確に判断して本事業の推進を図られたい。 

 

  ⑤耐震対策事業について【まちづくり課】 

   本事業は、地震や大雨などにより、盛土造成地での宅地被害が多発して

いることから、危険な盛土造成地を把握するとともに、その対策を行うた

め、町内に２０箇所ある盛土のうち、どの盛土から調査を行うのかを決定

する計画を策定する事業である。 

   予算現額６２０万円に対し、未支出となっているが、委託契約を締結し

て業務は実施しており、業務完了後委託費として支出する予定である。 

   特に指摘事項もなく、法令等に準拠して適正に執行されていると認めら

れた。 

 

  ⑥商店への経営支援事業について【産業課】 

   本事業は、栄町の産業の振興及び活性化を図るため、新型コロナウイル

ス感染症対策をしながら創業又は事業継続に取り組む商店等を支援する事

業である。 

   予算現額５０万円に対し、未支出となっているが、申請予定の事業者が

あるため今後補助金として支出する予定である。 

   創業等支援対策事業は、町にとっても重要な事業であるので、申請者が

増加するよう更なる取組みに期待する。 

 

  ⑦シルバー人材センター運営支援事業について【福祉・子ども課】 

   本事業は、高齢者の就業機会の増加、生きがいの充実及び社会参加の推

進を図るため、栄町シルバー人材センターの円滑な運営を支援する事業で
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ある。 

   予算現額５７６万円に対し、支出済額は４０２万円で執行率は６９．８％

となっており、補助金で支出している。 

   特に指摘事項もなく、法令等に準拠して適正に執行されていると認めら

れた。 

 

  ⑧住民税非課税世帯等臨時特別給付金事業について【福祉・子ども課】 

   本事業は、新型コロナウイルス感染症の影響等を踏まえ、住民税非課税

世帯に対して、１世帯当たり１０万円の給付金を支給する事業であって、

令和３年度から継続して実施しているものである。 

   予算現額３，７４０万円に対し、支出済額は２，３１０万円で執行率は

６１．７６％となっており、主に扶助費で支出している。 

   非支給対象者へ誤って支給した件については、当該非支給対象者からの

返還を求めている状況であることを確認した。この誤支給については、資

料の確認不足が原因であるとのことから、担当課のみならず職場全体とし

ての問題と捉え、職員全員の事務処理に対する意識の向上が図られること

を切に要望する。 

 

  ⑨窓口証明書交付事業について【住民課・税務課】 

   本事業は、窓口で証明書の円滑な交付を行うため、電動契印機を２台導

入し、来庁者の滞在時間の短縮を図るものである。 

   予算現額５５万円に対し、支出済額は３９万６千円で執行率は７２％と

なっており、備品購入費で支出している。 

   特に指摘事項もなく、法令等に準拠して適正に執行されていると認めら

れた。 

 

 


